
1 

 

亥
年 基

本
的
な
運
勢
と
性
格 

 

勇
気
が
あ
っ
て
物
怖
じ
し
な
い
タ
イ
プ

で
、
辛
抱
強
く
何
事
も
最
後
ま
で
や
り
遂

げ
る
意
志
の
強
い
責
任
感
の
あ
る
人
な
の

で
、
周
囲
か
ら
信
頼
が
あ
り
ま
す
。 

人
に
は
言
い
に
く
い
よ
う
な
事
で
も
、
ハ

ッ
キ
リ
言
う
の
で
、
反
感
も
買
い
や
す
い

の
で
す
が
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
あ
と
は
、
ま

っ
た
く
根
に
持
た
な
い
の
で
、
不
思
議
と

友
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、
お
人
好
し
で
人
を
簡
単
に
信
じ
て
、

コ
ロ
ッ
と
騙
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
す
が
、
根
に
持
た
な
い
性
格
の
た
め
、

す
ぐ
に
忘
れ
て
ま
た
人
を
信
じ
て
し
ま
い

ま
す
。 

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
忍
耐
を
し
て

い
る
と
い
う
、
自
覚
が
な
く
飽
き
っ
ぽ
く

見
え
て
も
、
実
は
一
つ
の
事
を
長
く
続
け

て
い
ま
す
。 

 

物
事
を
ハ
ッ
キ
リ
と
言
う
た
め
、
利
益

追
求
型
の
頑
固
者
に
見
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
実
は
、
人
間
関
係
を
重
視
し
て
物
事
を

進
め
る
心
の
温
か
い
人
で
す
。 

責
任
感
と
意
志
の
強
さ
で
粘
り 

強
く
頑
張
り
ま
す
の
で
、 

将
来
豊
か
で
、
安
定
し
た 

生
活
が
で
き
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど 

社
会
に
役
立
つ
仕
事
の 

で
き
る
人
で
す
。 

 

（公財）長野県長寿社会開発センター長野地区賛助会報    平成 31年 1月 15日 

 

 

 

 

 

               12月末現在賛助会員数 長野地区 536人 県全体 2,766人 
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平
成
３１
年
を
迎
え
て
踏
ん
張
り
処 

長
野
地
区
賛
助
会
会
長 

峯
村
清
志 

 

長
野
地
区
賛
助
会
30
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
多
方
面
に
わ
た

っ
て
い
る
。
中
核
は
「
長
野
地
区
賛
助
会
の
集
い
」
で
あ
ろ
う
。 

当
日
は
、
ど
こ
の
会
場
も
一
年
間
か
け
て
作
ら
れ
た
「
力
作
」

が
、
所
狭
し
と
ば
か
り
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
参
観
者
か
ら
質

問
や
入
会
希
望
な
ど
、
時
に
は
大
き
な
笑
い
と
拍
手
も
起
こ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
シ
ニ
ア
の
底
力
発
揮
・
燃
え
上
が
る
躍
動
感

の
「
人
生
二
毛
作
」
の
原
点
だ
。
一
方
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

例
年
、
歌
あ
り
・
各
種
楽
器
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
や
太
極
拳
・

民
話
・
コ
ン
ト
等
有
り
、
ま
た
超
派
手
な
衣
装
で
会
場
を
爆
笑

と
大
き
な
拍
手
で
沸
か
せ
て
、
楽
し
い
一
日
を
終
え
た
。 

 

シ
ニ
ア
大
学
と
の
連
携
・
交
流
も
強
化
し
た
い
。
賛
助
会
の

集
い
に
、
シ
ニ
ア
大
生
の
皆
さ
ん
が
大
勢
や
っ
て
き
て
、「
凄

い
、
こ
れ
気
に
入
っ
た
、
入
会
し
よ
う
か
な
!!
」、
歓
声
を
挙

げ
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
参
観
者
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

 

賛
助
会
の
会
員
加
入
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
。「
長
野
地
区

賛
助
会
の
集
い
」
を
中
心
に
㏚
が
効
果
的
、Ⅰ

Ｔ
・
Ｓ
の
会
で

は
12
人
が
一
挙
に
入
会
し
た
。
普
段
の
学
習
会
に
も
遠
慮
な

く
自
由
に
参
観
等
の
窓
口
を
開
放
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
と

思
う
。 

ま
た
、「
夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室
」
で
は
、「
県
庁
見
学
イ

ベ
ン
ト
に
、
万
年
青
の
会
、
ＴⅠ

・
Ｓ
の
会
等
5
グ
ル
ー
プ
が

参
加
、
会
場
は
身
動
き
が
取
れ
な
い
ほ
ど
の
混
雑
と
盛
況
ぶ
り

を
発
揮
し
た
、
子
供
た
ち
の
活
動
と
笑
顔
の
体
験
教
室
は
大
成

功
を
収
め
た
。
来
年
か
ら
夏
休
み
が
ど
こ
も
１
週
間
ほ
ど
延
長

さ
れ
る
事
か
ら
、
こ
れ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
て
更
に
充
実
発

展
さ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 
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2018年 10月 19日開催 

参加者総数 ３４２人【一般42人 会員230人 シニア大生70人】 

感動と笑いの拍手オンステージ会場 と 学習成果の展示会場 

 長野地区各グループが日頃の学習成果を発表の日に最大限に発揮できるよう練習に励み学習を重ねてき

ました。各ブースでは、展示・体験・上映が繰り広げられ、見学者との楽しい会話が弾む会場は賑やかさを

増していました。ステージ発表では、練習成果の燃え上がる躍動感で、見る人の胸を熱くする見事な発表と

なり、「人生二毛作」とはよく言ったものだと感動しました。 

シニア大生の入会に、夢と希望を大きく膨らませ、今後に期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

長野地区賛助会員の集い 

30グループ学習成果の発表会 

押し花かすみ草 和紙ちぎり絵「あじさいの会」 

木つつき会 IT・Sの会 

シニア38書道 ふれあい長野ビデオクラブ 
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38・オカリナ・ハーモニカクラブ 

シニア太極拳部 

長野漢詩会／吟和会 

熱心に見入るシニア大生 

スマイル・リフレ 

コールスマイル 

さつき会／竜虎エンジョイ

enjoying 

民話ゆりかご会 
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七
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
慰
労
会
を
兼
ね
、
権
堂
の
地
名

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
権
堂
と
は
善
光
寺

が
天
変
地
異
・
火
災
等
で
災
難
に
あ
っ
た
時
、
ご
本
尊
さ
ん

を
仮
に
安
置
す
る
場
所
だ
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
場
所
は
往

生
院
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

こ
の
様
な
活
動
を
年
四
回
程
度
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

今
後
も
史
跡
巡
り
を
通
し
て
、
見
学
地
に
お
け
る
庶
民
の

歴
史
を
中
心
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
私
た
ち
仲
間
の
研
究
レ
ベ
ル
を
高
め
て
人
生

の
生
き
甲
斐
を
こ
の
会
を
通
し
て
論
じ
合
い
、
や
が
て
社

会
に
貢
献
で
き
る 

よ
う
な
会
に
し
て 

い
こ
う
と
思
っ
て 

い
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
後
輩
の 

皆
さ
ん
、
私
た
ち 

と
一
緒
に
学
ん
で 

み
ま
せ
ん
か
。 

 

お
待
ち
し
て 

お
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介 

「
郷
土
の
歴
史
を
知
る
会
」 

グ
ル
ー
プ
長 

伊
藤 

勉 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
「
郷
土
の
歴
史
を

知
る
会
」
は
、
平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生
の
火
ク
ラ

ス
「
郷
土
の
歴
史
」
の
仲
間
が
中
心
と
な
っ
て
結
成

し
ま
し
た
。
発
会
式
は
平
成
三
十
年
三
月
十
三
日
に

行
い
ま
し
た
。
発
足
し
て
ま
だ
間
も
な
く
、
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
を
戴
い
て
会
の
活
動
目
標
を
達

成
の
為
に
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

      

こ
れ
を
目
標
に
昨
年
は
、 

四
月
に
「
小
田
切
の
里
を
学
ぶ
」 

六
月
に
「
松
代
遊
学
城
史
跡
巡
り
」 

七
月
に
「
善
光
寺
七
福
神
巡
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

シニア大学 学生募集 

「人生二毛作」シニアの皆さん,もう一花咲かせ 

生き甲斐ある人生の楽しみを見つけよう。 

☆定員 一般コース240名 専門コース30名 

☆主な学習会場 県社会福祉総合センター３階 

☆締め切り 一般コース 3月15日(金) 

専門コース 2月28日(木) 

☆問合せ シニア大学長野学部 

電話026-228-7023  

卒業される「シニア大学生」の皆さんへ 

生き甲斐を求めて仲間と楽しく活動 

長野地区賛助会に入ろう 

 ☆ 

賛
助
会
に
は
30
の
趣
味
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
り 

☆ 

自
分
好
み
の
グ
ル
ー
プ
に

入
会
し
ま
し
ょ
う 

☆ 

自
分
た
ち
で
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
ま
し
ょ
う 

入
会
す
る
と 

一
、 

情
報
誌
「
信
州
り
ら
く
」
の 

無
料
配
布
（
年
四
回
発
行
） 

二
、 

会
員
証 

三
、 

会
員
バ
ッ
ジ 

四
、 

割
引
協
力
店
の
利
用 

五
、 

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
支
援 ほ

か 

 
 
 
 

活
動
目
標 

一
、 

長
野
県
内
に
お
け
る
郷
土
史
の
研
究
と
研
鑽 

二
、 

現
地
を
訪
ね
て
調
査
研
究
を
す
る 

三
、 

親
睦
を
は
か
り
情
報
交
換
を
す
る 

四
、 

シ
ニ
ア
大
学
の
研
究
発
表
の
場
で
積
極
的
対
応 

五
、 

各
種
講
演
会
に
参
加
し
知
識
の
吸
収
に
努
め
る 

 


